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組織調査の考察（諸岡先生）



都道府県・保健所設置市・特別区に
勤務する行政栄養士を対象とした調査のまとめ（荒井先生）

• 地域住民の健康づくりを担うという行政栄養士本来の業務を継
続して担うことを目指している行政栄養士が多く存在すると推
察できた。行政栄養士としての専門能力のスキルアップのニー
ズは高く、教育プログラムの充実が求められる。

• 一方、将来的に目指したい職位として監督職が41％、管理職が
10％であり、10年後に最も高い職位となる者が得てほしい職位
として53％が監督職と回答していることから、昇任に向けた能
力開発も必要と考える。

• 行政栄養士一人ひとりにおいて、目指す方向性は分かれるとい
う現状に即した育成プログラムの開発の必要性があると考える。



市町村（保健所設置市を除く）に勤務
する行政栄養士を対象とした調査のまとめ（串田先生）
• 将来的に目指したい職位は係員が5割であった一方、自治体で

10年後に最も高い職位となる者が得てほしい職位は監督·管理職
が9割であり、昇任に向けた能力開発は重要

• 目指したい職位が係員であった理由は「自身に昇任するだけの
学力は備わっていないと思う」が最も多く、自信の向上につな
がる能力開発も好ましい可能性

• 他方、目指したい職位に関わらず将来「栄養のスペシャリスト
として業務を行いたい」意向が最も多く、栄養指導技術などの
専門能力に特化した能力開発の需要も存在
→効果的な地域の栄養改善のために、それぞれのニーズに対して
既存の研修も考慮した育成プログラムの開発が必要と考えられる



目指す方向性に応じた人材育成プログラム設定の考え方

スペシャリスト ゼネラリスト

昇任

維持
入職

栄養のスペシャリス
トとして昇任し専門
領域全体を統括して
いく能力を高める

公衆衛生のゼネラ
リストとして昇任し
広く統括できる能
力を高める

栄養のスペシャリスト
として専門性を深め
たり、特化する

公衆衛生のゼネラ
リストとして必要な
内容を深める

（行政栄養士としてベースとなる研修）



目指す方向性に応じた人材育成プログラムに盛り込むべきコンテンツ（例示）

スペシャリスト ゼネラリスト

昇任

維持

• 公衆衛生、衛生行政に
関する広い見識と知識

• 全般的業務の統括

• 他職種との駆け引き・
切磋琢磨

• 予算権、人事権

• 公衆栄養、栄養行政に
関する広い見識と知識

• 専門的業務の統括

• 他職種に対する専門
性のアピール力

• 公衆衛生、衛生行政に
関する見識と知識

• 全般的業務を担当す
る広い視野

• 他職種との協働・連携

• 根回し力、理詰め力の
育成

• 公衆栄養、栄養行政に
関する見識と知識

• 専門的業務のスキル
アップ

• 他職種との専門性の
違いを理解する



人材育成プログラムを立案するためのポイントの整理

• 本人が望む方向性によって、学ぶべき内容は必然的に異なる。

→スペシャリストとゼネラリスト

→係員、監督職、管理職

• 行政栄養士が自信を持って日々の業務を担えるようにするための育
成プログラムの設定。

• 既存の認定資格制度や大学院等への進学によるスキルアップとは別
に、個人が特定の研修プログラムを受講し学習したことを第三者機関
が目に見える形で証明できる仕組みの構築も検討する。

• 各種団体、研修機関、大学等が提供しているプログラムを有効に活
用・連携する。

• Web等を活用した遠隔研修プログラムも設定する。
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